
                                   

                   
  
  
  
   
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                                

 
 
 
 
                               
                             
                              
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
                                             

東 川 口 地 区

６月１６日、第６５回全国植樹祭開催まであと１年

となり、川口地域が天皇皇后両陛下による「お手植

え会場」となることから、植樹祭への気運を高めよう

と、川口きずか館周辺において、プレイベントが開催

されました。 

式典には新潟県実行委員会会長の泉田県知事

をはじめ関係者、市民など約８５０名が参加、記念

植樹や緑への思いなどを付けた風船メッセージをと

ばし式典を盛り上げました。 

また、すぱーく川口駐車場ではステージイベント

や、学習・体験コーナー、おもてなしコーナーなども

設置され大勢の皆さんで賑わいました。 
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同時に開催された「ふるさとの森づくり」には、約２００

人が参加、ぶなの植樹や草取りに汗を流しました。 
ゆるキャラと遊ぼう！ 

緑の少年団合唱 



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
事
業
の
２
団
体
が
決
定

第
三
期
川
口
地
域
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

「
地
域
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
地
域
委
員
会
の
第
三
期
目
が
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
、
第
１
回
の
委
員
会
が
５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
の
採
択
団
体

の
決
定
の
ほ
か
、「
川
口
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
検
討
テ
ー
マ
と
し
て
今
後
活
動
を
進
め
る
こ
と
し
ま
し
た
。 

 
 

  
 

 
   

独
自
の
事
業
を
展
開
す
る 

 

２
団
体
に
交
付
を
決
定 

合
併
後
の
新
市
の
振
興
の
た
め
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
が

自
ら
実
施
す
る
事
業
に
対
し
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
で
、
川
口
地
域
に

は
本
年
度
50
万
円
の
予
算
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
に
２
団
体
が
応
募
し
審

査
の
結
果
、
両
団
体
に
交
付
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

★
木
沢
の
宝
で
結
ぶ
き
ず
な
の
交

流
看
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３ 

 
 
 

【
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
】 

木
沢
の
県
道
沿
い
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
に
木
沢
の
四
季
を
描
く
事
業
で
、

３
ケ
年
計
画
の
最
後
の
年
と
な
り
ま

す
。過
去
２
年
間
に
、「
春
」と「
夏
」、

「
冬
」
を
描
き
、
本
年
は
「
秋
」
を

描
き
ま
す
。 

●
事
業
費
：
３
１
５
、
０
０
０
円 

（
う
ち
補
助
金
２
５
３
，０
０
０
円
） 

       

★
川
口
運
動
公
園
散
策
コ
ー
ス
整

備
事
業 

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト

越
後
川
口
】 

今
年
度
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て

い
る
運
動
公
園
に
、
散
策
コ
ー
ス
を

整
備
し
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と
交

流
の
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。 

●
事
業
費
：
３
０
５
、
０
０
０
円 

（
う
ち
補
助
金
２
４
４
，０
０
０
円
） 

              

       

こ
れ
か
ら
の
川
口
地
域
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
検
討 

前
期
地
域
委
員
会
の
意
見
の
中
で

今
後
の
地
域
課
題
と
し
て
大
き
く
分

け
、
①
公
共
施
設
の
有
効
利
用
や
更

新
な
ど
の
「
ハ
ー
ド
面
」
と
、
②
除

雪
や
高
齢
者
の
暮
ら
し
、
災
害
時
の

対
応
、
若
者
の
定
住
な
ど
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
な
ど
の
「
ソ
フ
ト
面
」

が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
両
面
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第

三
期
目
と
な
る
地
域
委
員
会
の
今
年

度
の
検
討
テ
ー
マ
を
、
ソ
フ
ト
面
の

検
討
＝
「
こ
れ
か
ら
の
川
口
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
し
て
、

分
科
会
を
つ
く
り
話
し
合
い
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
三
島
地
域
委
員
会
と
の

相
互
交
流
を
進
め
る
こ
と
が
今
回
決

ま
り
、
他
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を

深
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

      
 

   
 

              

団体からのプレゼンテーション 

委員長 渡辺 茂 
（再任） 

委員 原田和夫 
（新任） 

副委員長 小宮山正久 
（再任） 

委員 星野晃男 
（新任） 

委員 宮 勝実 
（再任） 

委員 渡辺清作 
（新任） 

委員 小宮山豊彦 
（再任） 

委員 佐藤由美子 
（再任） 

委員 砂川祐次郎 
（再任） 

委員 星野志津代 
（再任） 

委員 水落 優 
（再任） 

委員 鈴木幸子 
（再任） 

委員 中林道泰 
（再任） 

委員 真島文子 
（新任） 

※敬称略 順不同 

２



                                  

                                  

   
 

事
前
予
約
を
受
け
付
け
中
で
す
。

予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！ 

◎
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診 

 

７
月
２
日
（
火
）
川
口
公
民
館
田

麦
山
分
館
、
川
口
公
民
館 

 

７
月
３
日
（
水
）
川
口
公
民
館
泉

水
分
館 

 

８
月
４
日
（
日
）
川
口
公
民
館 

◎
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診 
 

８
月
４
日
（
日
）
川
口
公
民
館 

●
問
い
合
せ
・
申
込
み 

市
民
生
活
課 

 

89
‐
３
１
１
２ 

    
６
月
24
日
の
特
定
健
診
を
受
け

た
方
に
健
診
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、

あ
わ
せ
て
食
生
活
や
運
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。 

◎
７
月
31
日
（
水
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

西
川
口
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー 

◎
８
月
１
日
（
木
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

 

川
口
公
民
館
田
麦
山
分
館 

●
問
い
合
せ
＝
市
民
生
活
課 

 

89
‐
３
１
１
２ 

   

日
時
＝
７
月
３
日
（
水
） 
 

受
付
時
間
午
後
１
時
〜
３
時 

会
場
＝
川
口
公
民
館 

内
容
＝
全
血
献
血
（
２
０
０
ml
・ 

４
０
０
ml
） 

対
象
＝
献
血
年
齢 

16
歳
か
ら
69

歳
。た
だ
し
、65
歳
以
上
の
方
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献

血
経
験
が
あ
る
方
。 

問
い
合
せ
＝
市
民
生
活
課 

 

89
‐
３
１
１
２ 

        
   

ご
み
の
野
焼
き
は
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
に
つ

な
が
り
、
悪
臭
は
近
隣
に
迷
惑
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
野
外
で
の
焼
却
は

絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

美
し
い
川
口
地
域
の
環
境
を
守
る

た
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

●
家
庭
ご
み
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
日

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
衣
類
や
靴
・
カ
バ
ン
等
＝
資
源
物

の
拠
点
回
収
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
11
月
に
実
施
し
ま
す
。） 

●
枝
葉
・
草 

＝
毎
週
月
曜
日
（
午
前

７
時
〜
９
時
30
分
）川
口
公
民
館

脇
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
＝
川
口
公
民

館
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
の

開
館
時
間
内
。
土
・
日
も
開
い
て

い
ま
す
。） 

●
事
業
所
の
ご
み
＝
収
集
運
搬
業
許

可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
問
い
合
せ
＝
市
民
生
活
課 

 

89
‐
３
１
１
２ 

          
 

お
早
め
に
予
約
を 

７
月
・
８
月
の
が
ん
検
診 

こ
れ
で
健
康
管
理
は
バ
ッ
チ
リ 

健
診
結
果
説
明
会 

一
番
身
近
な
人
助
け
・
愛
の
献
血

献
血
バ
ス
が
来
ま
す 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

「
ご
み
の
野
焼
き
」
は
禁
止
で
す 

「みんな笑顔の夏になる」 川口まつり ７月27日・28日開催 

真夏の一大イベント「川口まつり」が7 月27 日（土）、28 日（日）に開催されます。 

恒例のイベント武者行列や女みこし、総にわかをはじめ、大花火大会など市内、市外の各地域

からも参加をいただき、夏のまつりを盛り上げていきます。お楽しみに。 

なお、出演団体や日程等は変更になる場合がありますのでご了承ください。詳細は、後日お知

らせします。 

【7 月2８日（日）】 

○子どもみこし・幼児車みこし 

○女みこし、川神会みこし 

○えちご川口水合戦 

○ステージショー 

○民謡流し（川口小唄） 

○えちご川口総にわか  など 

【7 月27 日（土）】 

○武者行列 

○あおり太鼓、小学生の発表 

○深川富岡八幡「葵太鼓」 

○万灯みこし 

○大花火大会  など 

[問い合せ先：川口まつり実行委員会（事務局：産業建設課）  89-3113] 
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※問い合せ＝いずれも必ず事前に 都市開発課 

                        ３９・２２２６へ 

                                  

                                  

                                  

                                  

                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ 詳しくは、「すこやか」までお問い合わせください。 

                                      89－3555 

■ アンパンマン教室   ～5 日、12 日、19 日、26 日～   毎週金曜日の 10 時～11 時 

歌や手遊び、季節に合わせた遊びをしたり、紙芝居を見たりするなど楽しく過ごします。 

事前の申込みは不要です、当日時間前までに来館ください。みなさんの参加をお待ちしています。 

（※対象年齢は就学前の幼児です。） 

■ 行  事 
４日(木)…「おにぎりピクニック」  

１１日(木)…「手遊びと絵本の会」 

１８日(木)…「わくわくタイム」（運動遊び） 

２５日(木)…「７月生まれのお誕生会」 

★ 毎週木曜日は、無料バスを運行しています。 

行き→10：00 東川口保育園発 

帰り→11：30 すこやか発  

 

 

「おにぎりピクニック」 
●７月４日（木）・11:00～12:00 

お家で作ってきたおにぎりを持ってきて、園庭

でピクニックごっこをします。 

当日は栄養士さんが作るデザート付きです。 

※７月５日（金）アンパンマン教室は壁掛けタイプ

の「七夕飾り」を作ります。 

■ 耐 震 診 断 
対象住宅＝次のすべてを満たす住宅 
①昭和56年5月31日以前に建築した一戸建て住宅 
②壁、柱、床、屋根など主要構造の大部分が木造 
③現に住宅として利用（併用住宅を含むが、住宅部分が1／2以上を占める
もの） 
④過去に耐震診断費の助成を受けていない 

延べ面積 
当初必要な 

診断費用 
市の助成額 自己負担額 

70㎡以下 ７万円 ６万円 

70㎡～175㎡以下 ８万円 ７万円 

175㎡超 １０万円 ９万円 

１万円 

◎診断費は当初、床面積により７万円～１０万円が必要ですが、 

市の助成額を差し引くと、自己負担額は１万円となります。 

申込期限＝11月29日（金）（診断完了は来年1月20日（月）まで） 
 

■ 耐 震 改 修 
対象住宅＝次のすべてを満たす住宅 
①昭和56年5月31日以前に建築した一戸建て住宅 
②壁、柱、床、屋根など主要構造の大部分が木造 
③耐震診断で、総合評点が1.0未満（倒壊する危険性がある） と判定 
助成額＝対象工事により異なります。詳しくはお問い合わせ下さい。 

対象工事 助成額(上限) 

耐震改修･･･基礎や壁などを補強（耐震

診断の総合評点を1.0以上にする） 

工事費の1／3（最大60万円）に最大

15万円を加えた額 

融雪装置設置併用耐震改修･･･屋根の

軽量化かつ融雪装置の設置、壁などの

補強（総合評点を1.0以上にする） 

工事費の1／2（最大100万円）に最

大15万円を加えた額 

部分補強･･･高齢者または障害者のい

る世帯で、総合評点が 0.7 未満と診断

されていた住宅の1階就寝室を中心に

補強する、または1階に防災ベッドなど

を取り付ける工事。なお、地震保険へ

の新規加入または更新が必要 

工事費の1／3（最大30万円）に最大

10 万円を加えた額および地震保険

料の1／2（最大3万円） 

◎改修設計および工事監理費の助成（事業費の1/2で上限12万円）もご利

用ください。 

申込期限＝11月29日（金）（工事完了は来年1月20日（月）まで） 

木造住宅の耐震診断費・耐震改修費助成の活用を！

社
会
福
祉
法
人
小
千
谷
北
魚
沼

福
祉
会
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

○
介
護
職
員 

・
採
用
予
定
人
数
＝
６
名
程
度 

・
応
募
資
格
＝
介
護
福
祉
士
又
は
社

会
福
祉
士
、
採
用
後
前
記
の
資
格

取
得
意
欲
の
あ
る
者 

○
看
護
職
員 

・
採
用
予
定
人
数
＝
１
名 

・
応
募
資
格
＝
看
護
師
又
は
準
看
護

師 

○
採
用
予
定
年
月
日 

平
成
26
年
４
月
１
日 

○
試
験
日
及
び
試
験
会
場 

★
８
月
募
集 

・
第
一
次
試
験 

平
成
25
年
８
月
３
日
（
土
） 

 

・
第
二
次
試
験 

 

平
成
25
年
８
月
19
日
（
月
） 

 

※
護
師
及
び
准
看
護
時
の
日
程
は

随
時
（
相
談
に
よ
り
決
定
） 

★
11
月
募
集 

・
第
一
次
試
験 

平
成
25
年
11
月
２
日
（
土
） 

 

・
第
二
次
試
験 

 

平
成
25
年
11
月
18
日
（
月
） 

※
護
師
及
び
准
看
護
時
の
日
程
は

随
時
（
相
談
に
よ
り
決
定
） 

・
会
場
＝
小
粟
田
の
里 

○
問
い
合
せ 

・
社
会
福
祉
法
人 

小
千
谷
北
魚
沼

福
祉
会 

・
住
所
＝
小
千
谷
市
小
粟
田
２
７
３

２
番
地
７  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

小
粟
田
の
里   

 

０
２
５
８
‐
８
３
‐
２
１
０
０ 
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胃がん・大腸がん検診（川口公民館田麦山分館、

川口公民館） 17 水 ０１２３ちゃん集まれ会（東川口保育園） 

（えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 18 木 わくわくタイム（すこやま） 2 火 

０１２３ちゃん集まれ会（西川口保育園） 21 日 よってげてぇふれあい市（東川口本町通り） 

献血（川口公民館） 23 火 ０１２３ちゃん集まれ会（西川口保育園） 

胃がん・大腸がん検診（川口公民館泉水分館） 24 水 妊産婦交流会〔プレママタイム〕（すこやか） 3 水 

０１２３ちゃん集まれ会（東川口保育園） 25 木 7 月生まれのお誕生会 

4 木 おにぎりピクニック（すこやか） 26 金 あんぼづくり（川口きずな館） 

7 日 9 年目の大感謝祭（あぐりの里） （えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

11 木 手遊びと絵本の会（すこやか） 
30 火

特定健診・胸部レントゲン（川口公民館泉水分館） 

16 火 （えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 31 水 健診結果説明会（西川口集落開発センター） 

17 水 
特定健診・胸部レントゲン（川口公民館、木沢会館

よろみ）   

 
 
 
 

◎地域や団体などからお寄せいただい情報を提供するコーナーです。 

      川口きずな館 イベント情報     

ふるさとの味 あんぼづくり 
日 時 7月26日（金）13：30～15：30 
内 容 あんぼ（あんこ・切り干し大根など） 
    その他入れてみたい具、おすすめの具があり

ましたらご持参ください。作り方は木沢地域
のお母さんが教えてくれます♪ 

参加費 500円  
申込み期限 7月23日(水) 
会 場 川口きずな館 
☆ 申込み・問い合せ  

 89-3620 
 
 

※ 地域活動や各種イベントなどの情報をお寄せください。地域振興課  89-3111 

地地地域域域ののの伝伝伝言言言板板板   

  夏到来！ プールをご利用ください。    

営 業 日  7月＝20日･21日･27日･28日29日31日 
8月＝1日～25日（6日･20日休館） 

 営業時間 11:00～17:00まで 
 問い合せ えちご川口温泉 

 89-4511 
 
 
 道の駅「越後川口」・あぐりの里イベント情報  
 
       「９年目の大感謝祭」 

  日 時 7月7日（日）10:00～14:00 
  内 容 野菜釣り、あぐり汁の提供、突き立て餅の

販売、農産加工品の試食販売などを予定  
問い合せ あぐりの里   89-4550 

世帯数 総人口 男 女 
川口地域の人口 

（6 月1 日現在） １，５３３世帯 

  （＋6） 

４，８６８人 

（＋４） 

２，３１９人 

（＋２） 

２，５４９人 

（＋２） 

５ 

      

 信濃川の増水にご注意！警報がなったらすぐ避難  

ＪＲ東日本信濃川発電所では、河川での水難防止のため、
警報装置としてサイレン・スピーカーを設置しています。
宮中取水ダムからの放流量を増やす時、及び調整池から放
流する時は警報をながしますので、直ちに川から離れ、安
全な場所へ避難してください。 
★問い合せ ＪＲ東日本信濃川発電所 
平日（昼間） 82-2702・休日・夜間  82-0196 

 
支所では、ＮＣＴケーブルテレビのデーター放送を利用し
て川口の情報を発信しています。 
テレビを 11チャンネル（NCTコミュニティチャンネル）
に合せ、リモコンの「ｄ」ボタン 
を押してください。長岡支所だよ 
りから川口支所を選択するとご覧 
になれます。 
○問い合せ 地域振興課 89－3111 
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川口小学校の５年生４４人が木沢の棚田で「田
植え」を行いました。これは、総合学習として取
り組んだもので、地元の人たちから説明を受けた
後裸足になって田んぼの中へ。６アールの田んぼ
はたちまち苗が植え付けられました。 

川口方面隊の春季消防演習、長岡市消防団として
の統一感や協調性を今まで以上に深めるため、他の
方面隊と同様春季の開催となりました。 
総勢 150 名余りの団員、関係者が一同に集まり、

分列行進や機械・器具の点検、ポンプ操法の模範演
技の他、魚野川へ向けての放水演習を実施しまし
た。団活動の基本となる規律や団結、日ごろの訓練
の成果とともに頼もしい姿を披露しました。 

採った山菜を皆でチェック

久しぶりの再会 

グループファー 
   ム武道窪が行って 
   いる棚田オーナー 
   に申し込まれた狛 
   江市民 8名が田植 

え体験をしまし
た。毎年来られている皆さんは、田植えの腕もバ
ッチリ、約 150 ㎡ある田は 1時間程度で植え終わ 
 りました。 

西川口地区にある信越工業㈱が進めている『ひ
げにんにく』の生産販売グランドオープンイベン
トとして、元プロ野球選手石毛宏典さんによる野
球塾が開催されました。2 日間行われた野球塾に
は、川口ファイターズをはじめ市内や近隣から少
年野球６チームが参加、守備や打撃など 6時間以
上にわたり石毛さんの熱血指導を受けました。 
これでチームのレベルも大きくアップ！？ 

アオーレ長岡 1周年の連動企画として、越後 
長岡応援団の脳科学者・茂木健一郎さんと温泉 
エッセイスト・山崎まゆみさんが「温泉と脳の 
密接な関係」をテーマとした対談が行われまし 
た。集まった約 130 人を前に、お二人の気さく

な話が繰り広げられ、時折大きな笑いも起こっていました。参加された皆さんは、距離感がなく一体感
あふれる雰囲気の中、最後までお二人の話に       聞き入っていました。 


